
『これからの人生 100 年時代を多世代で考える

 “団塊ジュニア世代”が考える。
 シニアの居場所　<後編 >

長生きは不幸ですか？』

------　シニアとなった団塊世代の父と団塊ジュニアの子
の向き合い方

＞桑原
（前編では）シニアの居場所の話から、特にシニア男性の
話になりましたが、私も澤岡さんも、父親が団塊の世代で、
自身は団塊ジュニア世代の娘、という共通項がありますよ
ね。以前にも澤岡さんとお話しさせていただいたことがあ
りますが、この世代の“父と娘の悩み”というのもありま
すよね（笑）。少し個人的な話になりますが、せっかく同
じような環境の 2人なので、少し「団塊の父と団塊ジュニ
アの娘」ということで話してみませんか？

＞澤岡
そうですね。せっかく“同級生”なので。私も仕事ではい
ろいろ言っていますが、プライベートではなかなか…（笑）

＞桑原
私の父は、団塊の世代ど真ん中ですが、やはり現役を引退
してからは家に閉じこもりがちでした。出かけるのも母に
着いていくときだけ。母は「一人で散歩でもいけばいいの
に！」と当初はイライラしていましたが、そのうち現状を
受け入れ（受け入れてないのかな？）折り合いをつけてい
ました。けれど、一緒にいる時間が長いと、もめごとも増
えるわけで…。一人娘の私としては、「これで先に母が死
んだらつらいぞ…」と思いました。
私が事務局長を務めていたシニアの生涯学習の場（さいた
ま市の生涯学習事業「さいたま市シニアユニバーシティ」）
に、無理やり通わせたのですが、誰とも話さず、ふだん読
まない小説なんかを教室で開いているわけですよ。荒療治
も効果なしかと思ったのですが、やたらとコミュニケー
ションスキルの高い“奇跡のおじさま”というような方が
いるじゃないですか？（笑）そういう方たちに優しくして
もらい、今や、パソコンクラブに通ったり、ウォーキング
クラブであちこちにでかけたりと、近所の友人も増えて、
日々楽しそうにやっています。母も一人の時間が増えて、
楽しそうです。

＞澤岡
“奇跡のおじさま”いますよね。シニア男性ともっとも縁
の遠い（？）“女子の集い”にもみごとに馴染んでしまう“お
ばさんおじさん”とでもいうような男性。企業の営業職や
自営業だったとか、家族に女性が多く幼い頃から鍛えられ
たとか、コミュニケーションスキルが高くなった要因は
色々とあるのだと思いますが、シニアになって急に“おば
さんおじさん”になったわけではないと思います。

むしろ、 “とにかくリーダーになりたいおじさん”とい
うタイプの方もいますね。リーダーになりたい男性も、
本当に自分も一緒に泥をかぶる覚悟で先頭に立ちたい
人と、「よく知らないおばちゃんやおじちゃんの下には
なれない」というようなプライド重視の人と二通りの
方がいますね。それから「一人を好むおじさん」とい
うタイプの方もいて、純粋に一人を好む人と、一緒に
楽しめる仲間や知合いが欲しいけれど、自分から行く
のは気が退ける…だから一人、という方もいます。複
雑なんですよね。

＞桑原
表面的なところだけでは、本当はどんなことを考えて
いるのか、周囲からはわかりにくいですね。

＞澤岡
一括りで「おじさん」といってしまいがちですが、色々
なタイプの方がいることを第三者の視点で分析するこ
とが大事ですよね。桑原さんの場合、たくさんのシニ
アにもまれて（？）目が肥えているので（笑）お父さ
まのことを冷静に見ることができ、（ちょっといかがな
ものか…）と思う行動や言葉も「まあ、そういう見方
もあるよね」と優しく捉とらえることができているよ
うに思います。
でも、ふつうは、妻や子供は何とかしたいと思っても、
つい「お隣の〇〇さんウォーキングクラブをつくった
んだって。あなたもブラブラしているなら入れていた
だいたら？　頼んであげようか？」なんて、素敵にみ
える誰かを引き合いにだして、ご本人の気持ちを削い
でしまったりしているのですよね。

＞桑原
家族からの指摘って、率直になりがちなだけに、本人
にはザックリと心に突き刺さるし、素直になれないか
もしれません。私たち 40 代くらいの人で、親との関係
に悩んでいる人は本当に多いなと思っています。就職
をして独立し、適度に親と離れていたのに、結婚、子
育て、そして両親の老いを通して、親との密な時間が
またやってきます。互いに独立した子供と親という関
係から、親の老いとともに、子供への依存度が高くなっ
てくる。そうした変化を親自身も認めにくかったりも
しますよね。そういう関係性の変化の中で、子供が親
に「居場所」を探したいと思っても、なかなかうまく
いかない。どうやったら上手にうながせるのか、何か
アドバイスはありますか？

女性に比べて、男性のほうが居場所を探すのに苦労して
いる方が多いので、だいぶ男性に偏った話になっていま
すが…。

------　一流の銀座のクラブのママになった気持ちで？

＞澤岡
まずは親を分析してみましょう。そして分析をするとき
には、周りとは比較をしないこと。人生でつくってきた
価値観は十人十色です。大事なのは、本人ができている
こと、得意なことを“小さくても”見つけ出して褒める
ことです。おおげさじゃなく、さりげなくですよ（笑）
よく地域で活躍するリーダーの方にお話しているのです
が、シニアのグループがうまくいくためには「まとめ役
の方は一流の銀座のクラブのママになりきってください」
と。おおげさじゃなく褒めて、その気にさせて、まずは
そのシニアの方と似通った人の集まり（同質性の高そう
な「場」）を紹介するんです。性別、年代、趣味、出身地、
学校や職場、なんでも良いんです。似た属性が重なるほ
どに、初めての感じがうすれ、居心地の良さが生まれます。
子供が親を導くときにも、そんな気持ちでやってみると
良いと思います。なかなかむずかしいですが（笑）

＞桑
なるほど…。先ほども話に出ましたが、具体的な内容は
なんでもよいと（笑）まずは“その気にさせること”そ
して“共通項のある場に誘導すること”ということですね。

＞澤岡
そんな「場」につなげることができれば、親もオトナで
すから、どんどん新たな「場」に自分から出ていくはず
です。もう一つポイントを挙げると、「今でしょ！」のタ
イミングは人それぞれなので、「場」の紹介は何度も、ク
ドくない程度に続けてください。“ワタシは女優”と言い
聞かせ、親に働きかけ続ける。「今でしょ」がはじまり、
同質性の高さに「居心地のよさ」を感じたら、あとはも
う大丈夫。

＞桑原
クラブのママや女優にならねばならない…頭ではわかっ
ているのですが、さすがの私でも、心がついていかなくて、
死んだ魚の目になっているときもありますよ（笑）まだ
まだ修行が足りないです…。
ところで、澤岡さん自身は、親に対してどうですか？

------　“その気”になるまでは、辛抱強く

＞澤岡
なんて偉そうに言いながらも、実は私も親についてはナ
カナカです…。母は芸術系で好きなことを貫いてきた人
生なのですが、今もそのまま我が道を貫いています。
心配なのは最近まで半分単身赴任生活を送ってきた、仕
事が趣味のような 80 代の父です。
「退職時に輪番でまわってきた町内会のお当番を経てその
次は会長に…」なんて地域コミュニティのカリスマ的な
おじさんを思い浮かべ、父に町内会の組長をさせてみよ
うなんて、私もいろいろ色々と目論んだのですが、こと
ごとく失敗。
ほかにも、私が仕事の調査で出会った素敵なシニアの話
を父に「紹介しょうか～」なんて弾を放ってみましたが、
すべて不発弾のまま。先ほどの話、実は私のことです（笑）。
父を分析できていなかったんですよね。

＞桑原
あはは、澤岡さんとお父さんでもそうなのか…少し安
心しました（笑）

＞澤岡
このままじゃうちの父は引きこもってしまう、と焦る
気持ちを一旦おいて、冷静に眺めてみると、退職して
からの父は、我が道を突っ走るような母をサポートす
ることで、母の芸術家仲間やご近所の方とコミュニ
ケーションする時間が増えているのを発見したんです
よ。町内会の役員になる、地元のサークルに入る、と
いうこととは形が違いますが、母を介して人の役に立
ち、感謝もされて、父のセカンドライフはかなり充実
しているのだな～と気付いたんですね。最近は、母が
ふと漏らす困りごとに対して、直すぐに私が動かない
ようにしています。私が動かずに父と母を数日観察し
ていると、父はブツブツいながら母のメールを代わり
に送っていたり、母が必要な資料が届いたかを母の代
わりに電話で確認したりする父の姿がチラホラ。
今では、私も「お父さんじゃないと駄目だよね～」と
褒めることに加え、母を介さなくても成り立つように、
「どうせならお父さんが△△さんと直にやりとりして
みたら？」などと折を見て父に提案したり（笑）

＞桑原
さすが！上手な誘導ですね～。この「親をどうするか
問題」は悩んでいる方が多いと思うので、参考になり
そうですね。先ほども話題に出ましたが、活動の内容
じゃなく、まずはどうやって“その気”にさせるか、
なのですね。どこかのコミュニティに所属すると、次々
と別のコミュニティにつながっていけるくので、活動
内容自体はそんなに重要ではない。趣味のサークルに
入って、そこで知り合った人と別のサークルに参加し
たり、それがボランティアにつながったり、就業につ
ながったりすることもありますよね。私もそういう
ケースを多く見てきました。

------　コロナ禍で感じた「場」の脆さ

＞桑原
ここまで、「シニアの居場所」について話してきまし
たが、このコロナ禍において、「場」の脆さを初めて
感じました。いまはなるべく人が集まらないことが重
要になっています。ポスト・コロナ社会においても、
さらに“集中ではなく分散”が進むと思います。そう
すると「居場所」としての「場」が成立しない状況に
なってきますよね。もちろん、シニアの居場所に限れ
ば、“地元”の要素が強いので、変化はそんなにない
のかもしれませんが。

＞澤岡
歳を重ねてからの居場所は、退職や子育てからの卒業
という環境の変化、身体の変化などなど、さまざまな
変化が急に訪れてからの居場所探しというむずかしさ
があります。でも、シニアになる前からある程度は準
備をしておくことで備えられることでもありました。
そう思い込んでいたところにおきた想定外の変化が
「コロナ」でした。
コロナの感染予防として大事なのが「人との接触を避

ける」「外出を避ける」こと。今までのような人と人がつ
ながり、自分らしい居方ができる「居場所」の在り方がまっ
たく否定されてしまう。これまでの価値観を覆されるよ
うな状況に、多くの人が悩んでいますね。同時に、居場
所を失ってしまったシニアの皆さん、特にひとり暮らし
の場合は完全に孤立状態にあり、コロナの情報を眺めて
は不安を募らせる毎日を過ごしている方が多いですね。

＞桑原
『BABA lab さいたま工房』も、緊急事態宣言が出てからは
完全に閉鎖していますが、やはり、ひとり暮らしのスタッ
フのことは心配ですね。不安やストレスを誰かと共有で
きない状態が続くのは危険です。

＞澤岡
そんな孤独で不安な毎日ですが、不思議と元気にみえる
方もいます。この方々に共通しているのが、この 2つだ
と考えています。
①電話や手紙、人に寄っては LINE やメールで誰かとやり
取りをしている
②ウォーキングや買い物の道すがら、あいさつやちょっ
とした声かけをしている

①でいえば、サークルの仲間に趣味の絵手紙で季節の花
の便りを出している人だったり、ジム仲間の LINE グルー
プでお互いの愚痴を笑い合っている人とかだったり。ひ
とり暮らしの人が気になって、定期的に電話をかけてい
るなんていう方もいます。
②でいえば、犬の散歩ですれ違う人にあえてあいさつを
するようにしていたり、いつも行くお店のレジの女性に
あえて感謝を伝えているなんていうお話を伺います。

いずれの人たちも、それまでは普通のことだった電話や
手紙、LINE でつながりを確認することで、ふだんなら忘
れるくらいのゆるやかで何気ない会話が、今はすごくあ
りがたいという事を口にされます。

＞桑原
おっしゃる通りで、私のまわりの元気なシニアたちも電
話をかけまくっていますね。安否を確認したり、話し相
手になったり。散歩のついでにお手紙を友人の自宅ポス
トに投函するという方もいますし、ひたすら、町内を掃
除しまくっているという方も。みなさん、置かれた環境で、
自分のできることを無理なくやっていますね。

＞澤岡
そういうところから推測すると、「居場所」とは必ずしも
場所である必要がなかったり、すごく気の合う仲間との
濃い付き合いが必要というわけでもない、ともいえます
ね。
コロナで多くの人がつながりを絶たれるという状況に
陥っていますが、これってもしかしたら、健康な状態か
ら身体が虚弱化して“思うように動けない、外出できな
い状態”になったときと似ているのかも知れません。
人生 100 年と言われる長寿命化時代、多くの人が将来、
身体を思うように動かせない、誰かとつながったり、活
動したりでできない、そういう時間が長くなります。そ
のなかで、どんな居場所を持ち続けるか？ヒトとしてど
んなつながりを持ち、どんなふうに社会の一部として生
きていくか？これを一人一人が問われているのかなとも

感じています。

＞桑原
「場」の形は、ICT の発展とともに今後も絶えず変化し
ていきそうですが、どんな形になったとしても、自分
が自分らしく居られる場が、その人の居場所なんで
しょうね。心の持ちようで、どこでも居場所にするこ
とができるし、自立した考えをもたないと、居場所を
たやすく失ってしまう可能性もある。
居場所探し活動のスタートを早くすることが重要にな
りますね。。せめて 40 代から、いろいろな場を経験し
たり、見学したりして、職場や家庭以外に自分は社会
の中でどう生きられるのかを考える機会をもつことが
大切だなとあらためて感じています。

＞澤岡
今、コロナのなかで居場所をどんな風に持ち続けられ
るかを考え、動くことは、人生 100 年を豊かに活きる
ための備えにもなるとも思っています。桑原さん、我々
はすごく得なのかもしれませんね？出会うシニアから
歳を重ねる楽しさも辛さも教えられていて、アナログ
からハイテクまで色々なツールを使っていて、子育て
真っ盛りでゆるくも密度濃くも地元や色々な活動に顔
をだせていて、たくさんの武器をもっているわけです
よね。

＞桑原
本当にそうですね！色々なタイプのロールモデルがま
わりにたくさんいる！いつか自分も年をとったら、と
考える機会があるだけでもありがたいですね。

＞澤岡
最後に、ぜひ聞かせてください。いまコロナから学び
つつあることもヒントに、桑原さんはこれからどんな
人生 100 年の居場所をつくっていきますか？

＞桑原
以前から考えていたことなのですが、虚弱化が進んで
身体に自由がきかなくなった人が、自宅でも役割をも
てる環境をつくりたいんです。自宅にいても、お金を
稼いだり、楽しんだりできる環境を整備したいなと。
自宅にいながら遠隔地のカフェにいるロボットを操作
して、お客さまとおしゃべりしたり、注文をとったり
して接客する取り組みがありますよね、あれに近い発
想です。ロボットを開発するには費用がかかりますが、
そこまでじゃなくても、お客様に送るお礼の手紙や DM
を代筆してもらうとか、オンラインで日本語を教える
とか、誰かの話し相手になるとか、それなら自宅のベッ
ドからできますよね。ただの内職だと孤独なので、そ
れこそ、ICT 技術を活用してオンラインでグループを
つくりながら働くとか。外出が大変になったら、軒先
でやれる駄菓子屋的なミニコミカフェを開くのも楽し
そうですし。
企画の話をすると止まらないので、また別の機会で
ゆっくりお話しさせてください！
おたがい、まだまだやることがたくさんありそうです
ね。（終）
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澤岡さんに聞きました！
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うタイプの方もいて、純粋に一人を好む人と、一緒に
楽しめる仲間や知合いが欲しいけれど、自分から行く
のは気が退ける…だから一人、という方もいます。複
雑なんですよね。

＞桑原
表面的なところだけでは、本当はどんなことを考えて
いるのか、周囲からはわかりにくいですね。

＞澤岡
一括りで「おじさん」といってしまいがちですが、色々
なタイプの方がいることを第三者の視点で分析するこ
とが大事ですよね。桑原さんの場合、たくさんのシニ
アにもまれて（？）目が肥えているので（笑）お父さ
まのことを冷静に見ることができ、（ちょっといかがな
ものか…）と思う行動や言葉も「まあ、そういう見方
もあるよね」と優しく捉とらえることができているよ
うに思います。
でも、ふつうは、妻や子供は何とかしたいと思っても、
つい「お隣の〇〇さんウォーキングクラブをつくった
んだって。あなたもブラブラしているなら入れていた
だいたら？　頼んであげようか？」なんて、素敵にみ
える誰かを引き合いにだして、ご本人の気持ちを削い
でしまったりしているのですよね。

＞桑原
家族からの指摘って、率直になりがちなだけに、本人
にはザックリと心に突き刺さるし、素直になれないか
もしれません。私たち 40 代くらいの人で、親との関係
に悩んでいる人は本当に多いなと思っています。就職
をして独立し、適度に親と離れていたのに、結婚、子
育て、そして両親の老いを通して、親との密な時間が
またやってきます。互いに独立した子供と親という関
係から、親の老いとともに、子供への依存度が高くなっ
てくる。そうした変化を親自身も認めにくかったりも
しますよね。そういう関係性の変化の中で、子供が親
に「居場所」を探したいと思っても、なかなかうまく
いかない。どうやったら上手にうながせるのか、何か
アドバイスはありますか？

女性に比べて、男性のほうが居場所を探すのに苦労して
いる方が多いので、だいぶ男性に偏った話になっていま
すが…。

------　一流の銀座のクラブのママになった気持ちで？

＞澤岡
まずは親を分析してみましょう。そして分析をするとき
には、周りとは比較をしないこと。人生でつくってきた
価値観は十人十色です。大事なのは、本人ができている
こと、得意なことを“小さくても”見つけ出して褒める
ことです。おおげさじゃなく、さりげなくですよ（笑）
よく地域で活躍するリーダーの方にお話しているのです
が、シニアのグループがうまくいくためには「まとめ役
の方は一流の銀座のクラブのママになりきってください」
と。おおげさじゃなく褒めて、その気にさせて、まずは
そのシニアの方と似通った人の集まり（同質性の高そう
な「場」）を紹介するんです。性別、年代、趣味、出身地、
学校や職場、なんでも良いんです。似た属性が重なるほ
どに、初めての感じがうすれ、居心地の良さが生まれます。
子供が親を導くときにも、そんな気持ちでやってみると
良いと思います。なかなかむずかしいですが（笑）

＞桑
なるほど…。先ほども話に出ましたが、具体的な内容は
なんでもよいと（笑）まずは“その気にさせること”そ
して“共通項のある場に誘導すること”ということですね。

＞澤岡
そんな「場」につなげることができれば、親もオトナで
すから、どんどん新たな「場」に自分から出ていくはず
です。もう一つポイントを挙げると、「今でしょ！」のタ
イミングは人それぞれなので、「場」の紹介は何度も、ク
ドくない程度に続けてください。“ワタシは女優”と言い
聞かせ、親に働きかけ続ける。「今でしょ」がはじまり、
同質性の高さに「居心地のよさ」を感じたら、あとはも
う大丈夫。

＞桑原
クラブのママや女優にならねばならない…頭ではわかっ
ているのですが、さすがの私でも、心がついていかなくて、
死んだ魚の目になっているときもありますよ（笑）まだ
まだ修行が足りないです…。
ところで、澤岡さん自身は、親に対してどうですか？

------　“その気”になるまでは、辛抱強く

＞澤岡
なんて偉そうに言いながらも、実は私も親についてはナ
カナカです…。母は芸術系で好きなことを貫いてきた人
生なのですが、今もそのまま我が道を貫いています。
心配なのは最近まで半分単身赴任生活を送ってきた、仕
事が趣味のような 80 代の父です。
「退職時に輪番でまわってきた町内会のお当番を経てその
次は会長に…」なんて地域コミュニティのカリスマ的な
おじさんを思い浮かべ、父に町内会の組長をさせてみよ
うなんて、私もいろいろ色々と目論んだのですが、こと
ごとく失敗。
ほかにも、私が仕事の調査で出会った素敵なシニアの話
を父に「紹介しょうか～」なんて弾を放ってみましたが、
すべて不発弾のまま。先ほどの話、実は私のことです（笑）。
父を分析できていなかったんですよね。

＞桑原
あはは、澤岡さんとお父さんでもそうなのか…少し安
心しました（笑）

＞澤岡
このままじゃうちの父は引きこもってしまう、と焦る
気持ちを一旦おいて、冷静に眺めてみると、退職して
からの父は、我が道を突っ走るような母をサポートす
ることで、母の芸術家仲間やご近所の方とコミュニ
ケーションする時間が増えているのを発見したんです
よ。町内会の役員になる、地元のサークルに入る、と
いうこととは形が違いますが、母を介して人の役に立
ち、感謝もされて、父のセカンドライフはかなり充実
しているのだな～と気付いたんですね。最近は、母が
ふと漏らす困りごとに対して、直すぐに私が動かない
ようにしています。私が動かずに父と母を数日観察し
ていると、父はブツブツいながら母のメールを代わり
に送っていたり、母が必要な資料が届いたかを母の代
わりに電話で確認したりする父の姿がチラホラ。
今では、私も「お父さんじゃないと駄目だよね～」と
褒めることに加え、母を介さなくても成り立つように、
「どうせならお父さんが△△さんと直にやりとりして
みたら？」などと折を見て父に提案したり（笑）

＞桑原
さすが！上手な誘導ですね～。この「親をどうするか
問題」は悩んでいる方が多いと思うので、参考になり
そうですね。先ほども話題に出ましたが、活動の内容
じゃなく、まずはどうやって“その気”にさせるか、
なのですね。どこかのコミュニティに所属すると、次々
と別のコミュニティにつながっていけるくので、活動
内容自体はそんなに重要ではない。趣味のサークルに
入って、そこで知り合った人と別のサークルに参加し
たり、それがボランティアにつながったり、就業につ
ながったりすることもありますよね。私もそういう
ケースを多く見てきました。

------　コロナ禍で感じた「場」の脆さ

＞桑原
ここまで、「シニアの居場所」について話してきまし
たが、このコロナ禍において、「場」の脆さを初めて
感じました。いまはなるべく人が集まらないことが重
要になっています。ポスト・コロナ社会においても、
さらに“集中ではなく分散”が進むと思います。そう
すると「居場所」としての「場」が成立しない状況に
なってきますよね。もちろん、シニアの居場所に限れ
ば、“地元”の要素が強いので、変化はそんなにない
のかもしれませんが。

＞澤岡
歳を重ねてからの居場所は、退職や子育てからの卒業
という環境の変化、身体の変化などなど、さまざまな
変化が急に訪れてからの居場所探しというむずかしさ
があります。でも、シニアになる前からある程度は準
備をしておくことで備えられることでもありました。
そう思い込んでいたところにおきた想定外の変化が
「コロナ」でした。
コロナの感染予防として大事なのが「人との接触を避
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ける」「外出を避ける」こと。今までのような人と人がつ
ながり、自分らしい居方ができる「居場所」の在り方がまっ
たく否定されてしまう。これまでの価値観を覆されるよ
うな状況に、多くの人が悩んでいますね。同時に、居場
所を失ってしまったシニアの皆さん、特にひとり暮らし
の場合は完全に孤立状態にあり、コロナの情報を眺めて
は不安を募らせる毎日を過ごしている方が多いですね。

＞桑原
『BABA lab さいたま工房』も、緊急事態宣言が出てからは
完全に閉鎖していますが、やはり、ひとり暮らしのスタッ
フのことは心配ですね。不安やストレスを誰かと共有で
きない状態が続くのは危険です。

＞澤岡
そんな孤独で不安な毎日ですが、不思議と元気にみえる
方もいます。この方々に共通しているのが、この 2つだ
と考えています。
①電話や手紙、人に寄っては LINE やメールで誰かとやり
取りをしている
②ウォーキングや買い物の道すがら、あいさつやちょっ
とした声かけをしている

①でいえば、サークルの仲間に趣味の絵手紙で季節の花
の便りを出している人だったり、ジム仲間の LINE グルー
プでお互いの愚痴を笑い合っている人とかだったり。ひ
とり暮らしの人が気になって、定期的に電話をかけてい
るなんていう方もいます。
②でいえば、犬の散歩ですれ違う人にあえてあいさつを
するようにしていたり、いつも行くお店のレジの女性に
あえて感謝を伝えているなんていうお話を伺います。

いずれの人たちも、それまでは普通のことだった電話や
手紙、LINE でつながりを確認することで、ふだんなら忘
れるくらいのゆるやかで何気ない会話が、今はすごくあ
りがたいという事を口にされます。

＞桑原
おっしゃる通りで、私のまわりの元気なシニアたちも電
話をかけまくっていますね。安否を確認したり、話し相
手になったり。散歩のついでにお手紙を友人の自宅ポス
トに投函するという方もいますし、ひたすら、町内を掃
除しまくっているという方も。みなさん、置かれた環境で、
自分のできることを無理なくやっていますね。

＞澤岡
そういうところから推測すると、「居場所」とは必ずしも
場所である必要がなかったり、すごく気の合う仲間との
濃い付き合いが必要というわけでもない、ともいえます
ね。
コロナで多くの人がつながりを絶たれるという状況に
陥っていますが、これってもしかしたら、健康な状態か
ら身体が虚弱化して“思うように動けない、外出できな
い状態”になったときと似ているのかも知れません。
人生 100 年と言われる長寿命化時代、多くの人が将来、
身体を思うように動かせない、誰かとつながったり、活
動したりでできない、そういう時間が長くなります。そ
のなかで、どんな居場所を持ち続けるか？ヒトとしてど
んなつながりを持ち、どんなふうに社会の一部として生
きていくか？これを一人一人が問われているのかなとも

感じています。

＞桑原
「場」の形は、ICT の発展とともに今後も絶えず変化し
ていきそうですが、どんな形になったとしても、自分
が自分らしく居られる場が、その人の居場所なんで
しょうね。心の持ちようで、どこでも居場所にするこ
とができるし、自立した考えをもたないと、居場所を
たやすく失ってしまう可能性もある。
居場所探し活動のスタートを早くすることが重要にな
りますね。。せめて 40 代から、いろいろな場を経験し
たり、見学したりして、職場や家庭以外に自分は社会
の中でどう生きられるのかを考える機会をもつことが
大切だなとあらためて感じています。

＞澤岡
今、コロナのなかで居場所をどんな風に持ち続けられ
るかを考え、動くことは、人生 100 年を豊かに活きる
ための備えにもなるとも思っています。桑原さん、我々
はすごく得なのかもしれませんね？出会うシニアから
歳を重ねる楽しさも辛さも教えられていて、アナログ
からハイテクまで色々なツールを使っていて、子育て
真っ盛りでゆるくも密度濃くも地元や色々な活動に顔
をだせていて、たくさんの武器をもっているわけです
よね。

＞桑原
本当にそうですね！色々なタイプのロールモデルがま
わりにたくさんいる！いつか自分も年をとったら、と
考える機会があるだけでもありがたいですね。

＞澤岡
最後に、ぜひ聞かせてください。いまコロナから学び
つつあることもヒントに、桑原さんはこれからどんな
人生 100 年の居場所をつくっていきますか？

＞桑原
以前から考えていたことなのですが、虚弱化が進んで
身体に自由がきかなくなった人が、自宅でも役割をも
てる環境をつくりたいんです。自宅にいても、お金を
稼いだり、楽しんだりできる環境を整備したいなと。
自宅にいながら遠隔地のカフェにいるロボットを操作
して、お客さまとおしゃべりしたり、注文をとったり
して接客する取り組みがありますよね、あれに近い発
想です。ロボットを開発するには費用がかかりますが、
そこまでじゃなくても、お客様に送るお礼の手紙や DM
を代筆してもらうとか、オンラインで日本語を教える
とか、誰かの話し相手になるとか、それなら自宅のベッ
ドからできますよね。ただの内職だと孤独なので、そ
れこそ、ICT 技術を活用してオンラインでグループを
つくりながら働くとか。外出が大変になったら、軒先
でやれる駄菓子屋的なミニコミカフェを開くのも楽し
そうですし。
企画の話をすると止まらないので、また別の機会で
ゆっくりお話しさせてください！
おたがい、まだまだやることがたくさんありそうです
ね。（終）



------　シニアとなった団塊世代の父と団塊ジュニアの子
の向き合い方

＞桑原
（前編では）シニアの居場所の話から、特にシニア男性の
話になりましたが、私も澤岡さんも、父親が団塊の世代で、
自身は団塊ジュニア世代の娘、という共通項がありますよ
ね。以前にも澤岡さんとお話しさせていただいたことがあ
りますが、この世代の“父と娘の悩み”というのもありま
すよね（笑）。少し個人的な話になりますが、せっかく同
じような環境の 2人なので、少し「団塊の父と団塊ジュニ
アの娘」ということで話してみませんか？

＞澤岡
そうですね。せっかく“同級生”なので。私も仕事ではい
ろいろ言っていますが、プライベートではなかなか…（笑）

＞桑原
私の父は、団塊の世代ど真ん中ですが、やはり現役を引退
してからは家に閉じこもりがちでした。出かけるのも母に
着いていくときだけ。母は「一人で散歩でもいけばいいの
に！」と当初はイライラしていましたが、そのうち現状を
受け入れ（受け入れてないのかな？）折り合いをつけてい
ました。けれど、一緒にいる時間が長いと、もめごとも増
えるわけで…。一人娘の私としては、「これで先に母が死
んだらつらいぞ…」と思いました。
私が事務局長を務めていたシニアの生涯学習の場（さいた
ま市の生涯学習事業「さいたま市シニアユニバーシティ」）
に、無理やり通わせたのですが、誰とも話さず、ふだん読
まない小説なんかを教室で開いているわけですよ。荒療治
も効果なしかと思ったのですが、やたらとコミュニケー
ションスキルの高い“奇跡のおじさま”というような方が
いるじゃないですか？（笑）そういう方たちに優しくして
もらい、今や、パソコンクラブに通ったり、ウォーキング
クラブであちこちにでかけたりと、近所の友人も増えて、
日々楽しそうにやっています。母も一人の時間が増えて、
楽しそうです。

＞澤岡
“奇跡のおじさま”いますよね。シニア男性ともっとも縁
の遠い（？）“女子の集い”にもみごとに馴染んでしまう“お
ばさんおじさん”とでもいうような男性。企業の営業職や
自営業だったとか、家族に女性が多く幼い頃から鍛えられ
たとか、コミュニケーションスキルが高くなった要因は
色々とあるのだと思いますが、シニアになって急に“おば
さんおじさん”になったわけではないと思います。

むしろ、 “とにかくリーダーになりたいおじさん”とい
うタイプの方もいますね。リーダーになりたい男性も、
本当に自分も一緒に泥をかぶる覚悟で先頭に立ちたい
人と、「よく知らないおばちゃんやおじちゃんの下には
なれない」というようなプライド重視の人と二通りの
方がいますね。それから「一人を好むおじさん」とい
うタイプの方もいて、純粋に一人を好む人と、一緒に
楽しめる仲間や知合いが欲しいけれど、自分から行く
のは気が退ける…だから一人、という方もいます。複
雑なんですよね。

＞桑原
表面的なところだけでは、本当はどんなことを考えて
いるのか、周囲からはわかりにくいですね。

＞澤岡
一括りで「おじさん」といってしまいがちですが、色々
なタイプの方がいることを第三者の視点で分析するこ
とが大事ですよね。桑原さんの場合、たくさんのシニ
アにもまれて（？）目が肥えているので（笑）お父さ
まのことを冷静に見ることができ、（ちょっといかがな
ものか…）と思う行動や言葉も「まあ、そういう見方
もあるよね」と優しく捉とらえることができているよ
うに思います。
でも、ふつうは、妻や子供は何とかしたいと思っても、
つい「お隣の〇〇さんウォーキングクラブをつくった
んだって。あなたもブラブラしているなら入れていた
だいたら？　頼んであげようか？」なんて、素敵にみ
える誰かを引き合いにだして、ご本人の気持ちを削い
でしまったりしているのですよね。

＞桑原
家族からの指摘って、率直になりがちなだけに、本人
にはザックリと心に突き刺さるし、素直になれないか
もしれません。私たち 40 代くらいの人で、親との関係
に悩んでいる人は本当に多いなと思っています。就職
をして独立し、適度に親と離れていたのに、結婚、子
育て、そして両親の老いを通して、親との密な時間が
またやってきます。互いに独立した子供と親という関
係から、親の老いとともに、子供への依存度が高くなっ
てくる。そうした変化を親自身も認めにくかったりも
しますよね。そういう関係性の変化の中で、子供が親
に「居場所」を探したいと思っても、なかなかうまく
いかない。どうやったら上手にうながせるのか、何か
アドバイスはありますか？

女性に比べて、男性のほうが居場所を探すのに苦労して
いる方が多いので、だいぶ男性に偏った話になっていま
すが…。

------　一流の銀座のクラブのママになった気持ちで？

＞澤岡
まずは親を分析してみましょう。そして分析をするとき
には、周りとは比較をしないこと。人生でつくってきた
価値観は十人十色です。大事なのは、本人ができている
こと、得意なことを“小さくても”見つけ出して褒める
ことです。おおげさじゃなく、さりげなくですよ（笑）
よく地域で活躍するリーダーの方にお話しているのです
が、シニアのグループがうまくいくためには「まとめ役
の方は一流の銀座のクラブのママになりきってください」
と。おおげさじゃなく褒めて、その気にさせて、まずは
そのシニアの方と似通った人の集まり（同質性の高そう
な「場」）を紹介するんです。性別、年代、趣味、出身地、
学校や職場、なんでも良いんです。似た属性が重なるほ
どに、初めての感じがうすれ、居心地の良さが生まれます。
子供が親を導くときにも、そんな気持ちでやってみると
良いと思います。なかなかむずかしいですが（笑）

＞桑
なるほど…。先ほども話に出ましたが、具体的な内容は
なんでもよいと（笑）まずは“その気にさせること”そ
して“共通項のある場に誘導すること”ということですね。

＞澤岡
そんな「場」につなげることができれば、親もオトナで
すから、どんどん新たな「場」に自分から出ていくはず
です。もう一つポイントを挙げると、「今でしょ！」のタ
イミングは人それぞれなので、「場」の紹介は何度も、ク
ドくない程度に続けてください。“ワタシは女優”と言い
聞かせ、親に働きかけ続ける。「今でしょ」がはじまり、
同質性の高さに「居心地のよさ」を感じたら、あとはも
う大丈夫。

＞桑原
クラブのママや女優にならねばならない…頭ではわかっ
ているのですが、さすがの私でも、心がついていかなくて、
死んだ魚の目になっているときもありますよ（笑）まだ
まだ修行が足りないです…。
ところで、澤岡さん自身は、親に対してどうですか？

------　“その気”になるまでは、辛抱強く

＞澤岡
なんて偉そうに言いながらも、実は私も親についてはナ
カナカです…。母は芸術系で好きなことを貫いてきた人
生なのですが、今もそのまま我が道を貫いています。
心配なのは最近まで半分単身赴任生活を送ってきた、仕
事が趣味のような 80 代の父です。
「退職時に輪番でまわってきた町内会のお当番を経てその
次は会長に…」なんて地域コミュニティのカリスマ的な
おじさんを思い浮かべ、父に町内会の組長をさせてみよ
うなんて、私もいろいろ色々と目論んだのですが、こと
ごとく失敗。
ほかにも、私が仕事の調査で出会った素敵なシニアの話
を父に「紹介しょうか～」なんて弾を放ってみましたが、
すべて不発弾のまま。先ほどの話、実は私のことです（笑）。
父を分析できていなかったんですよね。

＞桑原
あはは、澤岡さんとお父さんでもそうなのか…少し安
心しました（笑）

＞澤岡
このままじゃうちの父は引きこもってしまう、と焦る
気持ちを一旦おいて、冷静に眺めてみると、退職して
からの父は、我が道を突っ走るような母をサポートす
ることで、母の芸術家仲間やご近所の方とコミュニ
ケーションする時間が増えているのを発見したんです
よ。町内会の役員になる、地元のサークルに入る、と
いうこととは形が違いますが、母を介して人の役に立
ち、感謝もされて、父のセカンドライフはかなり充実
しているのだな～と気付いたんですね。最近は、母が
ふと漏らす困りごとに対して、直すぐに私が動かない
ようにしています。私が動かずに父と母を数日観察し
ていると、父はブツブツいながら母のメールを代わり
に送っていたり、母が必要な資料が届いたかを母の代
わりに電話で確認したりする父の姿がチラホラ。
今では、私も「お父さんじゃないと駄目だよね～」と
褒めることに加え、母を介さなくても成り立つように、
「どうせならお父さんが△△さんと直にやりとりして
みたら？」などと折を見て父に提案したり（笑）

＞桑原
さすが！上手な誘導ですね～。この「親をどうするか
問題」は悩んでいる方が多いと思うので、参考になり
そうですね。先ほども話題に出ましたが、活動の内容
じゃなく、まずはどうやって“その気”にさせるか、
なのですね。どこかのコミュニティに所属すると、次々
と別のコミュニティにつながっていけるくので、活動
内容自体はそんなに重要ではない。趣味のサークルに
入って、そこで知り合った人と別のサークルに参加し
たり、それがボランティアにつながったり、就業につ
ながったりすることもありますよね。私もそういう
ケースを多く見てきました。

------　コロナ禍で感じた「場」の脆さ

＞桑原
ここまで、「シニアの居場所」について話してきまし
たが、このコロナ禍において、「場」の脆さを初めて
感じました。いまはなるべく人が集まらないことが重
要になっています。ポスト・コロナ社会においても、
さらに“集中ではなく分散”が進むと思います。そう
すると「居場所」としての「場」が成立しない状況に
なってきますよね。もちろん、シニアの居場所に限れ
ば、“地元”の要素が強いので、変化はそんなにない
のかもしれませんが。

＞澤岡
歳を重ねてからの居場所は、退職や子育てからの卒業
という環境の変化、身体の変化などなど、さまざまな
変化が急に訪れてからの居場所探しというむずかしさ
があります。でも、シニアになる前からある程度は準
備をしておくことで備えられることでもありました。
そう思い込んでいたところにおきた想定外の変化が
「コロナ」でした。
コロナの感染予防として大事なのが「人との接触を避

ける」「外出を避ける」こと。今までのような人と人がつ
ながり、自分らしい居方ができる「居場所」の在り方がまっ
たく否定されてしまう。これまでの価値観を覆されるよ
うな状況に、多くの人が悩んでいますね。同時に、居場
所を失ってしまったシニアの皆さん、特にひとり暮らし
の場合は完全に孤立状態にあり、コロナの情報を眺めて
は不安を募らせる毎日を過ごしている方が多いですね。

＞桑原
『BABA lab さいたま工房』も、緊急事態宣言が出てからは
完全に閉鎖していますが、やはり、ひとり暮らしのスタッ
フのことは心配ですね。不安やストレスを誰かと共有で
きない状態が続くのは危険です。

＞澤岡
そんな孤独で不安な毎日ですが、不思議と元気にみえる
方もいます。この方々に共通しているのが、この 2つだ
と考えています。
①電話や手紙、人に寄っては LINE やメールで誰かとやり
取りをしている
②ウォーキングや買い物の道すがら、あいさつやちょっ
とした声かけをしている

①でいえば、サークルの仲間に趣味の絵手紙で季節の花
の便りを出している人だったり、ジム仲間の LINE グルー
プでお互いの愚痴を笑い合っている人とかだったり。ひ
とり暮らしの人が気になって、定期的に電話をかけてい
るなんていう方もいます。
②でいえば、犬の散歩ですれ違う人にあえてあいさつを
するようにしていたり、いつも行くお店のレジの女性に
あえて感謝を伝えているなんていうお話を伺います。

いずれの人たちも、それまでは普通のことだった電話や
手紙、LINE でつながりを確認することで、ふだんなら忘
れるくらいのゆるやかで何気ない会話が、今はすごくあ
りがたいという事を口にされます。

＞桑原
おっしゃる通りで、私のまわりの元気なシニアたちも電
話をかけまくっていますね。安否を確認したり、話し相
手になったり。散歩のついでにお手紙を友人の自宅ポス
トに投函するという方もいますし、ひたすら、町内を掃
除しまくっているという方も。みなさん、置かれた環境で、
自分のできることを無理なくやっていますね。

＞澤岡
そういうところから推測すると、「居場所」とは必ずしも
場所である必要がなかったり、すごく気の合う仲間との
濃い付き合いが必要というわけでもない、ともいえます
ね。
コロナで多くの人がつながりを絶たれるという状況に
陥っていますが、これってもしかしたら、健康な状態か
ら身体が虚弱化して“思うように動けない、外出できな
い状態”になったときと似ているのかも知れません。
人生 100 年と言われる長寿命化時代、多くの人が将来、
身体を思うように動かせない、誰かとつながったり、活
動したりでできない、そういう時間が長くなります。そ
のなかで、どんな居場所を持ち続けるか？ヒトとしてど
んなつながりを持ち、どんなふうに社会の一部として生
きていくか？これを一人一人が問われているのかなとも

感じています。

＞桑原
「場」の形は、ICT の発展とともに今後も絶えず変化し
ていきそうですが、どんな形になったとしても、自分
が自分らしく居られる場が、その人の居場所なんで
しょうね。心の持ちようで、どこでも居場所にするこ
とができるし、自立した考えをもたないと、居場所を
たやすく失ってしまう可能性もある。
居場所探し活動のスタートを早くすることが重要にな
りますね。。せめて 40 代から、いろいろな場を経験し
たり、見学したりして、職場や家庭以外に自分は社会
の中でどう生きられるのかを考える機会をもつことが
大切だなとあらためて感じています。

＞澤岡
今、コロナのなかで居場所をどんな風に持ち続けられ
るかを考え、動くことは、人生 100 年を豊かに活きる
ための備えにもなるとも思っています。桑原さん、我々
はすごく得なのかもしれませんね？出会うシニアから
歳を重ねる楽しさも辛さも教えられていて、アナログ
からハイテクまで色々なツールを使っていて、子育て
真っ盛りでゆるくも密度濃くも地元や色々な活動に顔
をだせていて、たくさんの武器をもっているわけです
よね。

＞桑原
本当にそうですね！色々なタイプのロールモデルがま
わりにたくさんいる！いつか自分も年をとったら、と
考える機会があるだけでもありがたいですね。

＞澤岡
最後に、ぜひ聞かせてください。いまコロナから学び
つつあることもヒントに、桑原さんはこれからどんな
人生 100 年の居場所をつくっていきますか？

＞桑原
以前から考えていたことなのですが、虚弱化が進んで
身体に自由がきかなくなった人が、自宅でも役割をも
てる環境をつくりたいんです。自宅にいても、お金を
稼いだり、楽しんだりできる環境を整備したいなと。
自宅にいながら遠隔地のカフェにいるロボットを操作
して、お客さまとおしゃべりしたり、注文をとったり
して接客する取り組みがありますよね、あれに近い発
想です。ロボットを開発するには費用がかかりますが、
そこまでじゃなくても、お客様に送るお礼の手紙や DM
を代筆してもらうとか、オンラインで日本語を教える
とか、誰かの話し相手になるとか、それなら自宅のベッ
ドからできますよね。ただの内職だと孤独なので、そ
れこそ、ICT 技術を活用してオンラインでグループを
つくりながら働くとか。外出が大変になったら、軒先
でやれる駄菓子屋的なミニコミカフェを開くのも楽し
そうですし。
企画の話をすると止まらないので、また別の機会で
ゆっくりお話しさせてください！
おたがい、まだまだやることがたくさんありそうです
ね。（終）
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